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表３ 　平成 20（2008）年版と平成 30（2018）年版の幼稚園教育要領解説における「振り返り」に関する記述の比較検討（共
通の記述）













































































































































































表３ 　平成 20（2008）年版と平成 30（2018）年版の幼稚園教育要領解説における「振り返り」に関する記述の比較検討（共
通の記述）
平成 20（2008）年版 平成 30（2018）年版
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本　
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第２章　ねらい及び内容
第３節　環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
第２章　ねらい及び内容
第３節 環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
幼稚園教育要解説（2008，2018）より抜粋，太線及び下線は筆者による加筆
片山　美香　・　西村（中川）　華那
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　降園前の振り返りの時間に，Ｉ児が「しっぽ取りで
たくさんしっぽを取れたのが嬉しかった。それに，しっ
ぽ取られなかった！」と言う。「えー！お友達のたくさ
ん取れたし，Ｉ君のも取られなかったの？」と教師が
驚くと「えっ？どうやったん？」とＪ児が言う。「ちょっ
と聞いてみようか」と教師が小さな声で言うと，学級
の幼児がＩ児に近寄る。Ｉ児は「おしりを見せないよ
うにする。あと，こうやって手を伸ばす」とやって見
せる。Ｊ児はそれを聞いて，「でも…でも，後ろから来
たら？」と言う。Ｉ児は「うーん…」と考えていると，
Ｋ児が「分かった！こっちから来たらこっち向いて走っ
て，あっちから来たら今度はこっち向いて…」と身振
り手振りを交えながら説明しようとする。教師が「追
い掛けて来た方を向いて，その人におしりを見せない
ように走るってことだね」と受け止める。Ｉ児はうな
ずき，Ｋ児も「うん！そう！」と笑顔で答える。
岡山大学教育学部附属幼稚園　研究紀要第43集（2020）
40頁の⑥より引用
　この事例で，最初のＩ児の発言としての「たくさ
んしっぽがとれた」「しっぽ取られなかった」は，
遊びの時間を振り返った（想起した）際に事実とし
て出現した内容である。その発言を受けて教師は，
「たくさん取れたし，Ｉ君のも取られなかった」と
いう，みんなの前で誇らしい自分の体験を表現した
かったＩ児の心情に共感しつつ，その誇らしさの源
について驚きをもって明確化する言葉を繰り返し
た。すると，すかさずＪ児が「どうやったん？」と
その偉業に関心を示して問う。教師は，あえて小さ
な声でその秘訣をこっそり聞いてみようと特別感を
湛えた場を演出する。すると，Ｉ児は自らの編み出
した取られないための工夫と取るための工夫につい
て披露した。それらの工夫を思考したのはＩ児自身
だが，その工夫を問われて音声言語化することに
よって，改めて自身の工夫を意識化できたのではな
いだろうか。さらなるＪ児の「後ろから来たら？」
の問いに対しては，「うーん・・・」と応えに窮して，
思考を巡らす。すると，その場での「言葉による伝
え合い」により遊びのイメージを共有していたＫ児
がＩ児の行動を想像し，後ろから来た相手にどのよ
うに対処すれば，「取られないし，取ることが出来
るか」を実現できるのか，思考した結果を身振り手
振りで説明した。その発言を受けて，教師が内容を
まとめて確認したところ，Ｉ児はうなずきをもって
肯定した。つまり，ここでＩ児は初めて，自らの行
為を振り返り（想起し），初めてその行為の価値に
気付くことが出来たと言えよう。そして，その場を
共にした幼児は，友達の経験を共有することにより
湧き起こった，感じたり，考えたり，さらにそれを
言葉で表現したりすることを通して，自分もやって
みたいという新たな活動への意欲や目的へと繋がる
機会となる。
　また，「振り返り」は表４の「道徳性・規範意識
の芽生え」に「自分の行動を振り返る」という文脈
で用いられている。自分の言動を振り返って（想起
して），新たに自分や相手の思いに気付き，納得し
て折り合いをつける好機へと教師が導いていくこと
の重要性が示されている。「自分の行動を振り返る」
とは，幼児自身が以前の自分を振り返り（想起し），
今の自分との違いや気付かなかったことに気付いた
ことを自覚すること，これは太田（2018，2019）が
指摘する「学びの自覚」と言えよう。太田（2018）は，
学ぶ以前の自分と学んだ後の今の自分との違いに気
付くことを「学びの自覚」と捉えている。学ぶ以前
の自分と学んだ後の今の自分との違いに気付く，メ
タ認知の発達であると解釈し，小学１年生が学習を
振り返ったとき，「はじめはわからなかったけれど，
やっとわかった。」と，学習によって変容した自分
を意識した発言であり，このような「学びの自覚」
の芽生えになると主張する。會退・赤松（2016）は，
５歳児を対象とした食具の正しい持ち方と姿勢を指
導する実践報告において，子どももが自らの行動を
振り返るセルフモニタリングを指導過程に組み入れ
たところ，改善が見られたことを報告している。幼
児期においては，「学びの自覚」を意識化できるよ
うに教師が意図的な援助を行うことによって，自律
的な「学びの自覚」を体験するきっかけとなると推
察される。
　もう一つ重要な「振り返り」の意義は，幼児が次
の活動への期待や意欲，目的をもつための契機と成
り得ることにある。幼児は，幼稚園生活で十分に遊
び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，悔
しかったこと等を振り返り，教師や他の幼児とその
気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動への
期待や意欲をもつようになっていく（幼稚園教育要
領解説，2018）。そのためには，単に教師が望まし
いと思う活動を一方的にさせたり，幼児に様々な活
動を提供したりすればよいということではない（幼
稚園教育要領解説，2018）。幼児が周囲の環境に自
らどのように関わるかが重要であり，「振り返り」
の時間における言葉による伝え合いを通じて，幼児
の発達に即した主体的，対話的で深い学び（幼稚園
教育要領，2017）が具現化する場と成り得ると主張
できる。この積み重ねは，幼児期に育てたい資質・
能力の確かな育ちへと繋がるであろう。その重要な
契機として，「振り返り」の時間が日々の体験の質
を向上させる重要な機会として確かに位置づくこと
が望まれる。
　前述した「振り返り」の意義は，その内容に関す
幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む「振り返り」の時間の意義と課題
− 11 −
る事柄であったが，「振り返り」に要する技能や発
達として，「振り返り」の場で用いる「言葉による
伝え合い」に必要な会話スキルや，思考力や表現力，
今後の見通しや目的を見いだす力は「学びに向かう
力」として，小学校での生活や学習に繋がる姿と見
なせるであろう。この度の小学校学習指導要領
（2018）の改訂においては，「主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の⑴）
の具体的な内容として，「①学ぶことに興味や関心
を持ち，（中略）見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的
な学び」が実現できているかという視点」や「子供
同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考
えを手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを
広げ深める「対話的な学び」が実現できているかと
いう視点」が示されている。このような小学校での
学び方の「型」を身に付ける機会としても，「振り
返り」の時間は有用なのではなかろうか。小学校に
おける学びの姿に結びつくよう，５歳児後半の姿と
して，「振り返り」の時間における「言葉による伝
え合い」が活発に行われる機会と成り得る教師の援
助が求められる。
４ ．「振り返り」の時間における教師の専門性と教
師にとっての意義
　岡山大学教育学部附属幼稚園の研究紀要第43集
（2020）から引用した「しっぽ取り」の事例に見ら
れるように，「振り返り」の時間における教師は，
定式化したやりとりではなく，今，ここで展開する
場の中で瞬時に話し手や聞き手の役割をとりなが
ら，子ども主体の「言葉による伝え合い」が学びに
向かうよう，子どもたちに経験してほしいねらいを
持ちつつ，教師が主導する度合いを即興的に変化さ
せる存在として欠かせない。５歳児学級の問題解決
の話し合い場面では，話し合いの場面の子どもの状
況に応じて，保育者が援助の程度の調整を図りなが
ら，子どもの主体的な解決を目指すという呂（2019）
の指摘とも符合する。「しっぽ取り」の事例に下線
を付したように，教師は幼児の関心を惹起させるよ
う，驚いたり，声色を変えたり，幼児の発言内容を
まとめて受け止めたり等，様々な仕掛けを潜ませな
がら，幼児が主体的に振り返りに取り組めるよう導
いている。この場に関わっている幼児一人一人のよ
さや可能性を把握していること，今の幼児の育ちに
必要な経験が何であるか，その経験に導いていくた
めにどのような環境が必要であるかについて，瞬間
的に閃きをもって対応出来る即応性も求められるで
あろう。幼児の体験は現在進行形である。幼児の気
持ちや意欲が高まっているタイミングを見逃さずに
生かしていく感覚を磨いていくことも必要であろ
う。言葉は人と人とのコミュニケーションの中でこ
そ育まれていく（清水，2018）。より充実した「振
り返り」の時間をもつために必要な教師の専門性，
及び有用な援助の実際に関する研究の集積は今後の
課題と言えよう。
　また，幼児と共有する「振り返り」の時間は，教
師が新たな幼児理解，幼児にとって必要な環境を検
討する好機ともなるであろう。「振り返り」の時間
を出来るだけ幼児主体に進めることによって，教師
が思い至らなかった幼児の興味・関心，気付きや思
考を知る契機に成り得ると考える。表３に示したよ
うに，幼児の「振り返り」と同時に，教師自身が自
らの保育を振り返る機会としても有用であろう。幼
児が「振り返り」を通じて得た，次なる活動への期
待や意欲を保証する環境を構成するための貴重な視
点にも成り得よう。
Ⅳ．まとめと今後の課題
　本稿では，まず，平成29（2017）年に改訂（改定）
された幼稚園教育要領に提示された，これからの時
代を生き抜くために幼児教育において育てたい資
質・能力としての三つの柱を示すと共に，その育成
に際して「言葉」の力を育む重要性について述べた。
続いて，３つの資質・能力の育成を目指しつつ，子
どもが５領域を通じた経験を積み重ねることによっ
て幼稚園修了時に育まれるとされる「言葉による伝
え合い」に焦点を当て，幼稚園生活における「言葉
による伝え合い」の場と年齢別の姿を描出した。さ
らに，幼稚園生活の中でほぼ毎日，「言葉による伝
え合い」を交えて実践されている「振り返り」の時
間を取り上げ，幼児や教師にとっての意義，及び有
用な「振り返り」に求められる教師の専門性につい
て論じた。幼児にとっては，遊びや生活の中でした
り，見たり，聞いたり，感じたり，考えたり等を「振
り返り」によって初めて意識化すること，意識化に
より新たな気付きを得たり，理解が深まったりする，
主体的で対話的で深い学びを実現できる意義が見出
された。幼児の興味・関心，活動に取り組む姿勢が
表れたり，次の活動への期待や目的意識が明確に
なったりすることから，教師にとっての幼児理解や
環境構成の鍵となる視点を得ることにも繋がる意義
を導出することが出来た。しかしながら，「振り返り」
の時間に関するデータや研究の蓄積が十分でなく，
実証性に乏しい。そこで，今後は，有用な「振り返
り」の時間を設けるために必要な条件，及び教師の
専門性について，年齢横断的あるいは経過を追った
縦断的な「振り返り」の時間の実践データをもとに
片山　美香　・　西村（中川）　華那
− 10 −
　降園前の振り返りの時間に，Ｉ児が「しっぽ取りで
たくさんしっぽを取れたのが嬉しかった。それに，しっ
ぽ取られなかった！」と言う。「えー！お友達のたくさ
ん取れたし，Ｉ君のも取られなかったの？」と教師が
驚くと「えっ？どうやったん？」とＪ児が言う。「ちょっ
と聞いてみようか」と教師が小さな声で言うと，学級
の幼児がＩ児に近寄る。Ｉ児は「おしりを見せないよ
うにする。あと，こうやって手を伸ばす」とやって見
せる。Ｊ児はそれを聞いて，「でも…でも，後ろから来
たら？」と言う。Ｉ児は「うーん…」と考えていると，
Ｋ児が「分かった！こっちから来たらこっち向いて走っ
て，あっちから来たら今度はこっち向いて…」と身振
り手振りを交えながら説明しようとする。教師が「追
い掛けて来た方を向いて，その人におしりを見せない
ように走るってことだね」と受け止める。Ｉ児はうな
ずき，Ｋ児も「うん！そう！」と笑顔で答える。
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　この事例で，最初のＩ児の発言としての「たくさ
んしっぽがとれた」「しっぽ取られなかった」は，
遊びの時間を振り返った（想起した）際に事実とし
て出現した内容である。その発言を受けて教師は，
「たくさん取れたし，Ｉ君のも取られなかった」と
いう，みんなの前で誇らしい自分の体験を表現した
かったＩ児の心情に共感しつつ，その誇らしさの源
について驚きをもって明確化する言葉を繰り返し
た。すると，すかさずＪ児が「どうやったん？」と
その偉業に関心を示して問う。教師は，あえて小さ
な声でその秘訣をこっそり聞いてみようと特別感を
湛えた場を演出する。すると，Ｉ児は自らの編み出
した取られないための工夫と取るための工夫につい
て披露した。それらの工夫を思考したのはＩ児自身
だが，その工夫を問われて音声言語化することに
よって，改めて自身の工夫を意識化できたのではな
いだろうか。さらなるＪ児の「後ろから来たら？」
の問いに対しては，「うーん・・・」と応えに窮して，
思考を巡らす。すると，その場での「言葉による伝
え合い」により遊びのイメージを共有していたＫ児
がＩ児の行動を想像し，後ろから来た相手にどのよ
うに対処すれば，「取られないし，取ることが出来
るか」を実現できるのか，思考した結果を身振り手
振りで説明した。その発言を受けて，教師が内容を
まとめて確認したところ，Ｉ児はうなずきをもって
肯定した。つまり，ここでＩ児は初めて，自らの行
為を振り返り（想起し），初めてその行為の価値に
気付くことが出来たと言えよう。そして，その場を
共にした幼児は，友達の経験を共有することにより
湧き起こった，感じたり，考えたり，さらにそれを
言葉で表現したりすることを通して，自分もやって
みたいという新たな活動への意欲や目的へと繋がる
機会となる。
　また，「振り返り」は表４の「道徳性・規範意識
の芽生え」に「自分の行動を振り返る」という文脈
で用いられている。自分の言動を振り返って（想起
して），新たに自分や相手の思いに気付き，納得し
て折り合いをつける好機へと教師が導いていくこと
の重要性が示されている。「自分の行動を振り返る」
とは，幼児自身が以前の自分を振り返り（想起し），
今の自分との違いや気付かなかったことに気付いた
ことを自覚すること，これは太田（2018，2019）が
指摘する「学びの自覚」と言えよう。太田（2018）は，
学ぶ以前の自分と学んだ後の今の自分との違いに気
付くことを「学びの自覚」と捉えている。学ぶ以前
の自分と学んだ後の今の自分との違いに気付く，メ
タ認知の発達であると解釈し，小学１年生が学習を
振り返ったとき，「はじめはわからなかったけれど，
やっとわかった。」と，学習によって変容した自分
を意識した発言であり，このような「学びの自覚」
の芽生えになると主張する。會退・赤松（2016）は，
５歳児を対象とした食具の正しい持ち方と姿勢を指
導する実践報告において，子どももが自らの行動を
振り返るセルフモニタリングを指導過程に組み入れ
たところ，改善が見られたことを報告している。幼
児期においては，「学びの自覚」を意識化できるよ
うに教師が意図的な援助を行うことによって，自律
的な「学びの自覚」を体験するきっかけとなると推
察される。
　もう一つ重要な「振り返り」の意義は，幼児が次
の活動への期待や意欲，目的をもつための契機と成
り得ることにある。幼児は，幼稚園生活で十分に遊
び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，悔
しかったこと等を振り返り，教師や他の幼児とその
気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動への
期待や意欲をもつようになっていく（幼稚園教育要
領解説，2018）。そのためには，単に教師が望まし
いと思う活動を一方的にさせたり，幼児に様々な活
動を提供したりすればよいということではない（幼
稚園教育要領解説，2018）。幼児が周囲の環境に自
らどのように関わるかが重要であり，「振り返り」
の時間における言葉による伝え合いを通じて，幼児
の発達に即した主体的，対話的で深い学び（幼稚園
教育要領，2017）が具現化する場と成り得ると主張
できる。この積み重ねは，幼児期に育てたい資質・
能力の確かな育ちへと繋がるであろう。その重要な
契機として，「振り返り」の時間が日々の体験の質
を向上させる重要な機会として確かに位置づくこと
が望まれる。
　前述した「振り返り」の意義は，その内容に関す
片山　美香　・　西村（中川）　華那
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知見を深めることが課題である。
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